
気 象 台 一 口 メ モ

　一年の内で気温が一番低くなるのは2月上旬です。つまり、この後は徐々に高くな
っていきます。春が待ち遠しいですね。
　でも、雪はまだまだ降ります。高めの気温で雪が降ると湿った雪（いわゆるベタ雪）
となり、体に付くと衣服などが濡れて余計に冷えたりします。また、湿った雪で大雪となった場合、電
線・電柱・アンテナなどに付着し、停電や通信障害を引き起こしたり、交通障害のおそれが高まります。
　気象台では「気温が0℃くらいで、湿り雪がある程度の強さで数時間以上継続すると予想される場合」
に着雪注意報を発表して電力会社などに注意を呼びかけますが、現在では着雪が原因となる停電は極力
起こらないように電力会社でも対策が施されています。
　でも万が一の備えは必要です。もしも停電となった場合に衣食住で困らないように日頃から備えてお
くことをお勧めします。

お問い合わせ先　稚内地方気象台　電話 0162-23-2679
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協力隊おこし域地 通信
VOL.97

　みなさん、こんにちは。協力隊の出口です
　この度、能登半島地震により被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。
1月14日に東京ビックサイトで「JOIN移住・交流地域おこしフェア2024」が開催され、
幌延町も地域おこし協力隊募集のために出展しました。
　前日には、有楽町にある「ふるさと回帰支援センター（移住相談センター）」に幌延町
のパンフレットを補充してきました。
　当日は8時からブースの準備を行い10時から勧誘開始です。

　来場者に「北海道の幌延町です」と声をかけるとほとんどの
方が幌延町を知りませんでした。まず知名度向上が課題でPRが
必要だと痛感しました。
　北海道の地図で場所を示すと「こんなに上なの？」「夏は涼
しい？」「寒そう、冬は大丈夫？　雪はどれくらい積もるの？」
「仕事は？産業は？特産品は？」など多くの質問をいただき、
これをネタにどんどん勧誘を行いました。
　協力隊希望よりも移住希望の方が多く、ご夫婦での来場も多
かったです。
　移住希望の方には移住後の仕事としてまずは協力隊の仕事を
おすすめし、移住後に就きたい仕事についても時間をかけてお
聞きしました。
　中には地域おこしの提案をしてくださる方もおられました。
　最終的に50名以上の方からアンケートを頂き、目標の30名を
上回ることができました。
　積極的に勧誘を行った甲斐があって、他のブースよりも繁盛
していたと思います。
　ほとんどお酒を飲めない私ですが、終了後はおいしくビール
ともつ料理をいただき説明で枯れた喉をうるおしました。
　まずは2月のおためし協力隊に来ていただき、幌延町のこと
を知っていただきたいと期待しています。
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